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(57)【要約】
　音響減衰共鳴器システム（１４）を備えたガスタービ
ンエンジン燃焼器（１２）を有する、音響減衰式のガス
タービンエンジン（１０）が開示されている。音響減衰
共鳴器システム（１４）は、１つ又は複数の共鳴器（１
６）から形成されていてよく、共鳴器（１６）は、ガス
タービンエンジン燃焼器（１２）内で燃焼器バスケット
（２２）を形成し且つ燃焼器（１２）内で周方向に延在
しているアウタハウジング（２０）に配置された共鳴器
ハウジング（１８）から形成されている。少なくとも１
つの実施形態において、共鳴器ハウジング（１８）は共
鳴器室（２６）を有していてよく、共鳴器室（２６）は
、所定の位置で共鳴器室受容部（２４）内に溶接されて
いてよいが、共鳴器ハウジング（１８）を損傷させるこ
となく容易に交換可能であってよい。別の実施形態では
、共鳴器室（２６）の内側表面（３２）は、共鳴器ハウ
ジング（１８）の内側表面（３４）から半径方向外側に
ずらされていてよく、これにより、流路が断続的に形成
されていると共に、共鳴器室（２６）の加熱が低減され
ている。音響減衰共鳴器システム（１４）はダイナミク
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンエンジン（１０）用の音響減衰共鳴器システム（１４）であって、
　少なくとも１つの共鳴器ハウジング（１８）が設けられており、該共鳴器ハウジング（
１８）は、前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（１８）の内側表面（３４）と、該内
側表面（３４）とは反対の側の外側表面（３８）とで以て、少なくとも１つの内部通路（
３６）を画定しており、
　前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（１８）内に配置され且つ少なくとも１つの開
口（４０）から形成された、少なくとも１つの共鳴器室受容部（２４）が設けられており
、
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２４）内に配置された、少
なくとも１つの共鳴器室（２６）が設けられており、
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）と、前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２
４）を画定する前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（１８）との間に、接合部（２８
）が形成されていることを特徴とする、音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（
１８）の前記内側表面（３４）にほぼ整合した、少なくとも１つの内側表面（３２）を有
している、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（
１８）の前記内側表面（３４）から半径方向外側にずらされた、少なくとも１つの内側表
面（３２）を有している、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項４】
　更に、前記少なくとも１つの内側表面（３２）には、少なくとも１つの冷却流体排気開
口（６４）が配置されている、請求項３記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）と、前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２
４）を画定する前記少なくとも１つの共鳴器ハウジング（１８）との間に生じる前記接合
部（２８）の所に、割れ目（３０）が形成されている、請求項１記載の音響減衰共鳴器シ
ステム（１４）。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、少なくとも１つの湾曲した外縁（６０）を
有している、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２４）を画定する少なくとも１つの縁部（６２
）は、半径方向外側に湾曲している、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２４）は更に、該少なくとも１つの共鳴器室受
容部（２４）の少なくとも一部を画定する、少なくとも１つの結合フランジ（５４）を有
している、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの結合フランジ（５４）は、前記少なくとも１つの共鳴器室受容部
（２４）の全周にわたって延びている、請求項８記載の音響減衰共鳴器システム（１４）
。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、前記少なくとも１つの結合フランジ（５４
）により画定される前記少なくとも１つの共鳴器室受容部（２４）内に嵌合している、請
求項８記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項１１】
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　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、前記少なくとも１つの結合フランジ（５４
）に溶接されている、請求項８記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は、前記内側表面（３２）と、少なくとも１つ
の外側表面（４６）と、少なくとも１つの側面（４８）とを有する共鳴器ボックス（４４
）から形成されている、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの側面（４８）は環状であり、これにより円筒形の共鳴器室（２６
）が形成されている、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの側面（４８）は、少なくとも２つの面から形成されている、請求
項１記載の音響減衰共鳴器システム（１４）。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの側面（４８）は、４つの側面から形成されており、これにより１
つの共鳴器ボックス（４４）が形成されている、請求項１記載の音響減衰共鳴器システム
（１４）。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの共鳴器室（２６）は更に、共鳴器室ハウジング（５２）に結合さ
れた共鳴器キャップ（５０）により画定されている、請求項１記載の音響減衰共鳴器シス
テム（１４）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にガスタービンエンジンに関し、より詳細には、ガスタービンエンジン
内の燃焼器におけるダイナミクス減衰用の音響減衰システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスタービンエンジンは典型的に、圧縮機の下流側であり且つタービンアセンブリの上
流側に配置された、複数の燃焼器バスケットを有している。運転中、これらの燃焼器バス
ケット内ではしばしば縦モードダイナミクスが生じる。縦モードダイナミクスは通常、燃
焼器バスケット内の空気流路の入口で発生して、下流側のタービン入口へ移っていく。こ
のダイナミクスは、比較的新しいガスタービンに益々求められている低エミッション運転
を行うための、ガスタービンエンジンの柔軟な調整を制限することになる。
【０００３】
　縦モードダイナミクスを減衰するために、燃焼器に共鳴器が組み込まれてきた。共鳴器
は、特定の音響同調に対応するように寸法決めされて構成されている。様々な構成の共鳴
器が採用されてきた。典型的には、共鳴器は最も効果的であるように、燃焼器内の最大放
熱領域に配置されている。この位置で、共鳴器はかなりの温度・熱勾配に晒されることに
なる。初期の構成には、共鳴器を燃焼器に直接溶接することが含まれていたが、残留応力
や、溶接部とライナとの間の温度勾配に基づく亀裂形成によりしばしば破損して、高い修
理費につながっていた。別の構成も用いられたが、亀裂やかなりの修理費のために成功は
限られていた。よって、縦モードダイナミクスを減衰するための、より効率的で費用のか
からない構成が必要とされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　音響減衰共鳴器システムを備えたガスタービンエンジン燃焼器を有する、音響減衰式の
ガスタービンエンジンが開示される。音響減衰共鳴器システムは、１つ又は複数の共鳴器
から形成されていてよく、共鳴器は、ガスタービンエンジン燃焼器内で燃焼器バスケット
を形成し且つ燃焼器内で周方向に延在するアウタハウジングに配置された共鳴器ハウジン
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グから形成されている。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器ハウジングは、１つ又は
複数の共鳴器室を支持する１つ又は複数の共鳴器室受容部を有していてよく、共鳴器室は
、所定の位置で共鳴器室受容部内に溶接されていてよいが、共鳴器ハウジングを損傷させ
ることなく容易に交換可能であってよい。別の実施形態では、共鳴器室と共鳴器ハウジン
グとの間に形成された接合部が、割れ目を形成していてよく、共鳴器室の内側表面は、共
鳴器ハウジングの内側表面から半径方向外側にずらされており、これにより、流路が断続
的に形成されていると共に、共鳴器室の加熱が低減されている。音響減衰共鳴器システム
はダイナミクスを緩和することができ、これによりエンジン運転範囲を拡大し、且つエミ
ッションを減少させる。
【０００５】
　少なくとも１つの実施形態では、タービンエンジン用の音響減衰共鳴器システムは、１
つ又は複数の共鳴器ハウジングを有していてよく、共鳴器ハウジングは、少なくとも１つ
の共鳴器ハウジングの内側表面と、この内側表面とは反対の側の外側表面とで以て、少な
くとも１つの内部通路を画定している。音響減衰共鳴器システムは、共鳴器ハウジング内
に配置され且つ少なくとも１つの開口から形成された、１つ又は複数の共鳴器室受容部を
有していてよい。音響減衰共鳴器システムは、少なくとも部分的に共鳴器室受容部内に配
置された、１つ又は複数の共鳴器室を有していてよい。音響減衰共鳴器システムは、共鳴
器室と、共鳴器室受容部を画定する共鳴器ハウジングとの間に形成された接合部を有して
いてよい。共鳴器室は、共鳴器ハウジングの内側表面にほぼ整合した、１つ又は複数の内
側表面を有していてよい。別の実施形態では、共鳴器室は、少なくとも１つの共鳴器ハウ
ジングの内側表面から半径方向外側にずらされた、１つ又は複数の内側表面を有していて
よい。共鳴器室の内側表面には、１つ又は複数の冷却流体排気開口が配置されていてよい
。
【０００６】
　少なくとも１つの実施形態では、共鳴器室と、共鳴器室受容部を画定する共鳴器ハウジ
ングとの間に生じる接合部の所に、割れ目が形成されていてよい。共鳴器室は、１つ又は
複数の湾曲した外縁を有していてよい。共鳴器室受容部を画定する１つ又は複数の縁部は
、半径方向外側に湾曲していてよい。共鳴器室受容部は、共鳴器室受容部の少なくとも一
部を画定する、１つ又は複数の結合フランジを有していてもよい。少なくとも１つの実施
形態では、結合フランジは、少なくとも１つの共鳴器室受容部の全周にわたって延びてい
てよい。共鳴器室は、結合フランジにより画定される共鳴器室受容部内に嵌合していてよ
い。共鳴器室は、結合フランジに溶接されていてよい。
【０００７】
　共鳴器室は、内側表面と、１つ又は複数の外側表面と、１つ又は複数の側面とを有する
共鳴器ボックスから形成されていてよい。側面は環状であってよく、これにより円筒形の
共鳴器室が形成されている。別の実施形態では、側面は少なくとも２つの面から形成され
ていてよい。側面は、４つの側面から形成されていてよく、これにより１つの共鳴器ボッ
クスが形成されている。共鳴器室は更に、共鳴器室ハウジングに結合された共鳴器キャッ
プにより画定されていてよい。
【０００８】
　少なくとも１つの実施形態では、音響減衰共鳴器システムは、共鳴器ハウジングの内側
表面と、この内側表面とは反対の側の外側表面とで以て少なくとも１つの内部通路を画定
している１つ又は複数の共鳴器ハウジングと、共鳴器ハウジング内に配置された、少なく
とも１つの開口から形成された１つ又は複数の共鳴器室受容部とを有していてよい。音響
減衰共鳴器システムは、共鳴器室受容部の少なくとも一部を画定する１つ又は複数の結合
フランジと、共鳴器室受容部内に少なくとも部分的に配置された１つ又は複数の共鳴器室
とを有していてよい。共鳴器室は、結合フランジにより画定された共鳴器室受容部内に嵌
合していてよい。共鳴器室と、共鳴器室受容部を画定する共鳴器ハウジングとの間には、
接合部が形成されていてよい。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器ハウジングは、金
属薄板リングから形成されていてよい。
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【０００９】
　別の実施形態では、音響減衰共鳴器システムは、共鳴器ハウジングの内側表面と、この
内側表面とは反対の側の外側表面とで以て１つ又は複数の内部通路を画定している１つ又
は複数の共鳴器ハウジングと、共鳴器ハウジング内に配置された、少なくとも１つの開口
から形成された１つ又は複数の共鳴器室受容部とから形成されていてよい。音響減衰共鳴
器システムは、少なくとも部分的に共鳴器室受容部内に配置された１つ又は複数の共鳴器
室と、共鳴器室と、少なくとも１つの共鳴器室受容部を画定する共鳴器ハウジングとの間
に形成された接合部とを有していてよい。共鳴器室は、共鳴器ハウジングの内側表面から
半径方向外側にずらされた、１つ又は複数の内側表面を有していてよい。共鳴器室は、１
つ又は複数の湾曲した外縁を有していてよい。共鳴器室受容部を画定する１つ又は複数の
縁部は、半径方向外側に湾曲していてよい。共鳴器室と、共鳴器室受容部を画定する共鳴
器ハウジングとの間に生じる接合部の所には、割れ目が形成されていてよい。
【００１０】
　使用中、音響減衰共鳴器システムは、縦モード燃焼ダイナミクスを減衰することができ
、これにより、タービンエンジン運転範囲の拡大が可能になる。音響減衰システムは、燃
焼器入口により均一な流れを生じさせ且つ下流側により良好な混合プロフィルを生じさせ
ることで、流れ調整器として機能してよい。
【００１１】
　これらの利点と他の利点及び目的は、以下に記載する本発明の詳細な説明を参照するこ
とにより明らかになる。
【００１２】
　明細書に組み込まれてその一部を形成する添付図面は、本発明の各実施形態を示すもの
であり、詳細な説明と共に、本発明の原理を開示するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ガスタービンエンジン内に位置する燃焼器の側方部分断面図である。
【図２】音響減衰共鳴器システムを備えた燃焼器ライナの斜視図である。
【図３】音響減衰共鳴器システムの斜視図である。
【図４】共鳴器ハウジングの共鳴器室受容部内に配置された共鳴器室の斜視断面図である
。
【図５】共鳴器ハウジングの共鳴器室受容部内に配置された共鳴器室の別の斜視断面図で
ある。
【図６】共鳴器ハウジングの共鳴器室受容部内に配置された共鳴器室を、必要なときに共
鳴器室を外して交換するために分離可能な溶接接合部を表す断続線と共に示す斜視断面図
である。
【図７】共鳴器ハウジングの共鳴器室受容部内に配置された共鳴器室の別の実施形態の斜
視図である。
【図８】共鳴器ハウジングの共鳴器室受容部内に配置された、図７に示した共鳴器室の詳
細図である。
【図９】共鳴器室と共鳴器ハウジングとの間の接合部を、よどみ冷却ポケット内の残留空
気が、共鳴器室の内側表面の半径方向内側の高温ガス通路内よりも低温であることを表す
空気温度と共に示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１～図９に示すように、音響減衰共鳴器システム１４を備えたガスタービンエンジン
燃焼器１２を有する、音響減衰式のガスタービンエンジン１０が開示されている。音響減
衰共鳴器システム１４は、１つ又は複数の共鳴器１６から形成されていてよく、共鳴器１
６は、ガスタービンエンジン燃焼器１２内で燃焼器バスケット２２を形成し且つ燃焼器１
２内で周方向に延在しているアウタハウジング２０に配置された共鳴器ハウジング１８か
ら形成されている。少なくとも１つの実施形態において、共鳴器ハウジング１８は、１つ
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又は複数の共鳴器室２６を支持する１つ又は複数の共鳴器室受容部２４を有していてよく
、共鳴器室２６は、所定の位置で共鳴器室受容部２４内に溶接されていてよいが、共鳴器
ハウジング１８を損傷させることなく容易に交換可能であってよい。別の実施形態では、
共鳴器室２６と共鳴器ハウジング１８との間に形成された接合部２８が、割れ目３０を形
成しており、共鳴器室２６の内側表面３２は、共鳴器ハウジング１８の内側表面３４から
半径方向外側にずらされており、これにより、流路が断続的に形成されていると共に、共
鳴器室２６の加熱が低減されている。音響減衰共鳴器システム１４はダイナミクスを緩和
することができ、これによりエンジン運転範囲を拡大し、且つエミッションを減少させる
。
【００１５】
　音響減衰共鳴器システム１４は、ガスタービンエンジン１０内の１つ又は複数の燃焼器
１２内に、燃焼器ライナ１５と一緒に配置されている。燃焼器１２は、あらゆる適切な構
成を有していてよい。燃焼器１２は、圧縮機１３の下流側に配置されていて、燃焼器バス
ケットを画定する少なくとも１つのアウタハウジングと、このアウタハウジングに取り付
けられた少なくとも１つの上流側の壁とから形成されていてよく、少なくとも１つの燃料
ノズルが燃焼器１２内へ延びている。少なくとも１つの実施形態では、音響減衰共鳴器シ
ステム１４は、１つ又は複数の共鳴器ハウジング１８を有していてよく、共鳴器ハウジン
グ１８は、共鳴器ハウジング１８の内側表面３４と、この内側表面３４とは反対の側の外
側表面３８とで以て、１つ又は複数の内部通路３６を画定している。共鳴器ハウジング１
８は、あらゆる適切な構成を有していてよい。少なくとも１つの実施形態では図７～図９
に示すように、共鳴器ハウジング１８は、ほぼ円筒形であってよい。共鳴器ハウジング１
８は、燃焼器１２内で典型的に見られる高温に耐えることのできる、あらゆる材料から形
成されていてよい。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器ハウジング１８は、金属薄板
から成るリングとして形成されていてよい。このようにして共鳴器ハウジング１８を形成
する製造プロセスは、共鳴器ハウジング１８に従来は必要とされていたフライス加工を無
くすと共に、材料費を低下させる。
【００１６】
　共鳴器システム１４は、共鳴器ハウジング１８内に配置された、１つ又は複数の共鳴器
室受容部２４を有していてよい。１つ又は複数の共鳴器室受容部２４は、共鳴器ハウジン
グ１８を貫通して延びる少なくとも１つの開口４０から形成されていてよい。共鳴器室受
容部２４は、あらゆる適切な形状を有していてよい。例えば、共鳴器室受容部２４は、図
７及び図８に示すように円形に形成されていてもよいし、図３～図６に示すように多角形
、四角形に形成されていてもよいし、又は別の形状に形成されていてもよい。
【００１７】
　共鳴器システム１４は、少なくとも部分的に１つ又は複数の共鳴器室受容部２４内に配
置された、１つ又は複数の共鳴器室２６を有していてよい。少なくとも１つの実施形態で
は、１つの共鳴器室受容部２４内には１つの共鳴器室２６が配置されていてよい。別の実
施形態では、１つの共鳴器室受容部２４内に、２つ以上の共鳴器室２６が配置されていて
よい。共鳴器室２６は、１つの共鳴器室受容部２４内に配置されたときに締まり嵌めが生
じるように寸法決めされていてよい。別の実施形態では、共鳴器室２６は、共鳴器室受容
部２４内に緊密に、但しまだ締まり嵌めは生じないように嵌められていてよい。共鳴器室
２６は共鳴器室受容部２４に、すみ肉溶接といった溶接等の結合法で結合されていてよい
が、これに限定されない。
【００１８】
　共鳴器室２６は、あらゆる適切な構成を有していてよい。少なくとも１つの実施形態で
は図４～図６に示すように、共鳴器室２６は、内室４２を形成する共鳴器ボックス４４か
ら形成されていてよい。共鳴器ボックス４４は、直線的な辺を有していてもよいし、又は
有していなくてもよい。共鳴器室２６を形成する共鳴器ボックス４４は、内側表面３２と
、少なくとも１つの外側表面４６と、少なくとも１つの側面４８とを有する共鳴器ボック
ス４４から形成されていてよい。図７及び図８に示すように、共鳴器室２６は、１つ又は
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複数の環状の側面４８を有していてよく、この場合は円筒形の共鳴器室２６が形成されて
いる。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器室２６の側面４８は、少なくとも２つの面
から形成されていてよい。図４～図６に示すように、共鳴器室２６の側面４８は４つの側
面４８から形成されていてよく、これにより共鳴器ボックス４４が形成されている。
【００１９】
　図７に示す共鳴器室２６は、共鳴器室ハウジング５２に結合された共鳴器キャップ５０
から形成されていてよい。共鳴器キャップ５０と共鳴器室ハウジング５２とは、別個のコ
ンポーネントとして形成されていてよく、すみ肉溶接といった溶接等の結合法で互いに結
合されていてよいが、これに限定されない。共鳴器キャップ５０は、円形、多角形、長方
形又は別の形状等の、あらゆる形状を有していてよいが、これらに限定されない。共鳴器
室ハウジング５２は、円筒形又は別の形状等の、あらゆる形状を有していてよいが、これ
らに限定されない。少なくとも１つの実施形態では図７に示すように、共鳴器キャップ５
０は、共鳴器室ハウジング５２の外径にほぼ等しい外径を有していてよい。少なくとも１
つの実施形態では図７に示すように、１つ又は複数の冷却流体排気開口６８が、共鳴器室
２６の半径方向外側の表面７０に配置されていてよい。冷却流体排気開口６８は、あらゆ
る適切な形状又は寸法を有していてよく、所定のパターンで又はランダムに配置されてい
てよい。
【００２０】
　少なくとも１つの実施形態では、１つ又は複数の共鳴器室受容部２４は、共鳴器室受容
部２４の少なくとも一部を画定する、１つ又は複数の結合フランジ５４を有していてよい
。別の実施形態では、結合フランジ５４は、共鳴器室受容部２４の全周にわたって延びて
いてよい。結合フランジ５４は、共鳴器ハウジング１８を形成するために使用される材料
から形成されていてよい。結合フランジ５４は、共鳴器室受容部２４を形成する開口４０
の周りに、連続したリングを形成していてよい。結合フランジ５４は、共鳴器室２６の半
径方向高さの１／２未満だけ、半径方向外側に延びていてよい。別の実施形態では、結合
フランジ５４は、共鳴器室２６の半径方向高さの１／２を上回る、別の高さを有していて
よい。１つの共鳴器室２６が、結合フランジ５４により画定された共鳴器室受容部２４内
に嵌合していてよい。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器室２６は、すみ肉溶接とい
った溶接等の結合法で、結合フランジ５４に結合されていてよいが、これに限定されない
。結合フランジ５４は、溶接箇所を半径方向外側に向かって内側表面３４から離して移動
させている。
【００２１】
　図４、図５及び図９に示すように、接合部２８は、共鳴器室２６と、共鳴器室受容部を
画定する共鳴器ハウジング１８との間に形成されていてよい。接合部２８は、共鳴器室２
６と共鳴器ハウジング１８との間の結合部を形成していてよい。少なくとも１つの実施形
態では、接合部２８は溶接部を有していてよい。少なくとも１つの実施形態では、共鳴器
室２６と、共鳴器室受容部２４を画定する共鳴器ハウジング１８との間に生じる接合部２
８の所に、割れ目３０が形成されている。共鳴器室２６は、１つ又は複数の湾曲した外縁
６０を有していてよい。共鳴器室受容部２４を画定する１つ又は複数の縁部６２は、半径
方向外側に湾曲していてよい。図４に示すように、共鳴器室２６は、共鳴器ハウジング１
８の内側表面３４にほぼ整合した内側表面３２を有していてよい。共鳴器室２６は、共鳴
器ハウジング１８を取り換える必要無しに取外し及び交換可能である。
【００２２】
　別の実施形態では図７及び図８に示すように、共鳴器室２６は、共鳴器ハウジング１８
の内側表面３４から半径方向外側にずらされた内側表面３２を有していてよい。図８に示
した実施形態も、内側表面３２に形成された１つ又は複数の冷却流体排気開口６４を有し
ていてよい。冷却流体は、フィルム冷却を発生させるために、共鳴器室２６から排気され
てよい。付加的に、共鳴器ハウジング１８の内側表面３４から半径方向外側にずらされた
内側表面３２で以て、高温ガス流路内に不連続性が生じている。ずらされた内側表面３２
は、部分的にこのずらされた内側表面３２と共鳴器室受容部２４の縁部６２とによって画
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定された、よどみ冷却ポケット６６を形成していてよい。よどみ冷却ポケット６６には、
冷却流体排気開口６４から放出された冷却流体が集まる。その結果、内側表面３２は従来
の構成よりも低い温度に晒されることになる。
【００２３】
　使用中、音響減衰共鳴器システム１４は、縦モード燃焼ダイナミクスを減衰することが
でき、これにより、タービンエンジン運転範囲の拡大が可能になる。音響減衰システム１
４は、燃焼器入口により均一な流れを生じさせ且つ下流側により良好な混合プロフィルを
生じさせることで、流れ調整器として機能してよい。共鳴器室２６の内側表面３２に亀裂
が生じた場合、亀裂は共鳴器室２６の内側表面３２内のみに入っていて、共鳴器ハウジン
グ１８へ広がることはない。共鳴器室２６は、共鳴器ハウジング１８を取り換える必要無
しに取外し及び交換可能である。
【００２４】
　上記事項は、本発明の図示、説明及び各実施形態の説明のために提供されたものである
。上記各実施形態に対する変更及び適合は、当業者には明らかであり、本発明又は以下の
請求項の範囲又は意図から逸脱することなく行われてよい。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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